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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　We 　dyed　Wool 　with 　Vegetable　Dyes　and 　then　examined 　it　in　Extracted　Dyes　for　Colour
Fastness，
　In　these　experiments 　the　dyes　used 　were ，　Chlorophora　tinctoria ；Haematoxylon　capmp −
chianum 　L．　and 　Caesalpinia　Sappan　L．
The 　mordants 　used 　were 　aluminum 　acetate ；chromium 　acetate 　and 　pyrolignite　of 　iron．
　In　this　study 　we 　will 　report 　on 　
“
　Colour　Fastness’”　in　relation 　to　five　points；Washing ；
Rubbing ；Perspiration；Light　and 　Heat ．
The 　results 　obtained 　are 　as 　follows：
　　1）　Extracted　Dyes　have　a　better　effect 　on 　wool 　than　on 　silk 　and 　cotton 　fabrics
　　　　　respectively ．
　2）　Colour　Fastness　of　dyes　is　in　the　order 　of 　Chlorophora　tinctoria；Haematoxylon
　　　　　cqpmpchianum 　L．　and 　Caesalpinia　Sappan　L．
　3）　Colour　Fastness　according 　to　fabrics　is　in　the　order 　of　wool 　dyeing；silk 　dyeing
　　　　　and 　cotton 　dyeing．
Key　Words ： vegetable 　dyes，　extracted 　dyes。　co置our 　fastness，
brushing
，
　change 　in　shade
，
　staining ．
exhaustion 　dyeing，　colour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　 は じ め に
　第 1報 1 ｝、 第 2 報 2）で は 、植物染料を使用 して木綿 を染 色 し、第 3報 3 ）では 、絹の 染色 を行
ない 、染着性及び堅 ろう度 を比 較検討 した が 、本報で は 、羊毛の 染色 を行 ない 、染着性及 び堅
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ろ う度の 比較検討 を試み た 。
　染料 は、ゲ レ ッ プ 、ロ グウ ッ ド、蘇枋の 3種で 、煮 出 し拍 出染料及 び、市販液体染料で ある 。
　使用媒染剤 は、酢 酸ア ル ミ ニ ウ ム 、酢酸ク ロ ム 、木酢酸鉄の 3 種で 、染法は浸染法 と引染法
で ある 。
　前報の セ ル ロ ーズ繊維 （木綿）及び タン パ ク繊維 （絹）の 染色 と、本報の 羊毛 の 染色で は、
染着性及び 染色堅 ろ う度 も異なる こ とが 認め られた の で報告す る 。
2．　 実 験 方 法
（1） 浸　染　法
　1） 試験布及 びその 調整
　本実験に使用 した布 は、表 1 に示 した羊毛 モ ス 11ン 及 び添付 白布に した絹、綿 ブ ロ ー ドで 、
羊毛モ ス リン は 布の 30倍の 温 湯 （50〜60℃）中に約 30分 浸けた 後 、 3 回微温 湯ですすぎ、脱水
して 自然乾燥 した 。
　　　　　　　　　　　　　　　　表 1　試験布の性質
糸 密 度　 〔本んm ） 測　　　色　　　値　 　 性　質
試験布
組　 　 織
緯 経
厚 さ （mm ）
L a b
羊毛 モ ス リン 平　　 織 28 24 0．303 85．01 ．65 ユ
絹 （14匁 目） 平　　 織 52 42 0．149 91．32 ．132
綿 ブ ロ ー ド 平　　 織 58 32 0．216 88．91 ．2 一5．6
2） 染料 及 び媒染剤 の 種類
（染　料）
　 1．ゲ レ ッ プ …煮出 し抽 出染料……………・…・…・……………A
　　　ゲ レ ッ プ…市販 液体染料……………・…・……・…・………・B
　　　学名 Chlorophora　tinctoria・…・・……………・…・・C，sHloO7
　 2． ロ グウ ッ ド…煮出 し抽出染料……・…………・…………・…A
　　　 ロ グウ ッ ド…市販液体染料…………………………………B
　　　学名 Haematoxylon　capmpchianum 　L．　 …… C16Hl205
　 3 ，蘇 　枋…煮出 し抽 出染料……・…………・…・……・………− A
　　　蘇　枋…市販液体染料◆………………・…◆…・…………・…B
　　　学名 Caesalpinia　Sappan　L …・…一 ………・… C1， H 、205
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（媒 染 剤）
1．酢酸ア ル ミニ ウ ム AlO （CH ，COO ），
2．酢酸 ク ロ ム　　　Cr （CH3COO ），
3．木酢酸鉄 　　　　Fe （CH3COO ）2 ・4H20
3） 染色法
　 ○ ゲ レ ツ プ　 A 法
　乾燥樹皮 （ゲ レ ッ プ）4009 に水 2000ccを加 え煮詰め る。その 後晒木綿で ろ過する。抽 出した
染料 中 （浴比 1 ：40）で 、 40℃ か ら60℃ 間で 染色 を始め、90℃ まで の 間で 30分 間染色す る。後 、
軽 く湯洗 し媒染 を行な っ た。
　媒染は、1，酢酸ア ル ミニ ウ ム 、2，酢酸 ク ロ ム 、 3．木酢 酸鉄 の それ ぞれ の 三 つ の 浴で 、浴比
1 ：40で行 な っ た 。 酢酸ア ル ミニ ウ ム と木 酢酸鉄の 媒染浴は、酢酸 5cc〃 を含む もの で ある。
圍一 園一 圜一 圍一 圍一 圍一 圜一 圍一 圜
　 ○ ゲ レ ツ プ 　B 法
　液体染料 をA 法 と同濃度 にす る た め 5倍希 薄 し、染料 の 溶解を良 くするため ア ニ ノール S を
10cc／2 を加 え、浴比 1 ：40で染色 を行な っ た 。 染色法、媒染法及 び後処理 は A 法 と同方法で行
な っ た 。
　 ○ ロ グウ ッ ド　A 法
　ロ グウ ッ ドエ キ ス 3009 に 水 3000ccを加 え煮詰め る 。 そ の 後晒木綿で ろ過する。染色法 、 媒染
法及び後処理 はゲ レ ッ プ染色 と同方法で行 な っ た e
　 o ロ グウ ッ ド　 B 法
　液体染料を A 法 と同濃度にするため 、ア ニ ノール S　10cc／2 を含む水 で 10倍希薄 した もの を
使用 した 。染色法、媒染 法及び後処理は A 法 と同方法で 行 な っ た 。
　○蘇　枋　 A 法
　蘇枋の 輪切 り4509 に水3000ccを加 え煮詰 め る 。 その 後晒木綿で ろ過す る。染色法、媒染法及
び後処 理 は ゲ レ ッ プ染色 と 同方法で 行 な っ た 。
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　 o 蘇　枋　 B 法
　液体染料 をA 法 と同 濃度 にするため 、ア ニ ノール S80cc ／e を含む水 で 10倍希薄 した もの を
使 用 した 。 染色法、媒染法及 び 後処 理 は A 法 と 同方法で行な っ た 。
　4） 各種 堅 ろ う度試験方 法
　4）−1 洗濯堅ろ う度試験法
　JIS−L −0844に準 じ、　L−12型 ラウ ン ダ ・オ ・メーター（大栄科学精器製作所製）を使用 した 。染色
布 を 5 × 10cmに裁断 し、第 1 添付 白布 （羊毛） と第 2添付 白布 （綿）を用 い て複合試験 片 を作
成 した 。 試験の 種類は、C − 1S 号 に基づ い て ゴ ム 球 を試験液 に入 れ て処理 し 、 水洗 して乾燥
した後 、試 験 片 の 変退色 と添付 白布の 汚染 の 程度を、それ ぞれ の カ ラース ケ ール で 比較 して 、
その 堅 ろ う度 を判定 した 。使用洗剤は、合成洗剤 （中性 ・モ ノ ゲ ン ）を使用 した 。
　4）−2　摩擦堅 ろ う度試験法
　JIS−L −0849に準 じ、学振 型摩擦試験機 II型 （大栄科学精器 製作所製）を使用 し 、 乾燥状 態及
び湿潤状態 にお ける堅 ろ う度試験 を行 な っ た 。 試験 片 は 、 22x3   とし、 摩擦用 白綿布は 5 × 5
cm とした 。 汚染 の 判定は 、汚染用 カ ラー ス ケ ール で 行 な っ た 。
　4）−3　汗堅ろ う度試験法
　JIS−L−0848に準 じ、ビーカーを使用 する B 法 に基づ い て、染色布 を10× 4   に 裁断 し、こ れ
と 同じ大 きさ の 添付 白布 2 枚 （羊毛及 び綿）の 間に は さ み 四辺 を縫 い 、人 工 汗液 （酸性及 びア
ル カ リ性）で処 理 し、 約 40℃ の 乾燥機 中で乾燥 した後 、 試験片の変退色 と添付 白布 の 汚染の 程
度 を、それぞれ の カラース ケ ール で 判定 を行 な っ た 。
　人 工 汗液の 調整
　　酸性人 工 汗液 （12 ）
　 　　塩 化 ナ トリウ ム 　 　 　 　 　 　 109
　　　乳酸　　　　　　　　　　　　 19
　　　 リ ン酸ニ ナ トリウ ム 　　　　2．59
　　　上記 の 薬品 を蒸留水 に溶か し、pH 　4．5に調整する。
ア ル カ リ性 人工 汗液 （12 ）
　塩化ナ トリウ ム　　　　　　 109
　炭酸ア ン モ ニ ウ ム 　　 　　 　 49
　 リン 酸ニ ナ トリウ ム　　　　 2．59
上 記の 薬 品 を蒸留水に 溶か し、pH 　8，7に調整 する。
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　4）−4　耐光堅ろ う度試験法
JIS−L −0841に 準 じ、紫外線ロ ン グライ フ フ ェ ー ドメ ーター FAL − 5型 （ス ガ 試験機株式会社
製）を使用 した 。 試 験片 をブ ル ース ケール と共 に、第 1露光法に基づ い て 、20時間露光 を行 な
っ た 。試験片の 変退色 とブ ル ース ケ ール の 変退色 とを比 較 して 、カ ラース ケ ール で判定 した 。
　4）−5 色 （染色布）の 測定法
　浸染法 で 染色 した布 と、引染法で 染色 した各布 を COLOR 　 AND 　 COLOR 　 DIFFERENCE
METER 　TC −360DP （東京電色製）を使 用 し、　Lab の 測色値 を比 較検討 した 。
　4）−6　熱処理 に対する染色堅 ろ う度試験法
　ア イ ロ ン テ ス ター TA − 1型 （大栄科学精器製作所製）を使用 し、染色した 試験片 を設定温度
150℃で 1分 間乾熱処理 し、試験片の 変退色グレ ース ケ ール で 判定 した 。
（2 ） 引　染　法
　1）　試験布及 びその 調整
　乾燥 まで は第 2項の 浸染法 と同方法で行 な い 、そ の 後 図 1 に示 した様に裁断 し、縁取 りを蝋
書 きした。
　　　　　　　　　　　　　 図一 1
B A 　 引染部分
B　 蝋縁取 り部分
2） 染料及び媒染剤の種類
染料、媒染剤 と も （1）浸染法 の 2 ） と同種類の もの を使用 した 。
3） 染色法
　 0 ゲ レ ツ プ　A 法
　煮出 し抽出染料 を前述 の 浸染法の 濃度に 煮詰 め る 。 引染の 方法は 、10．39 の 試験 布に 対 して
15ccの 染料 をと り、刷毛 に 含 ん だ染液が一定量 布 に染着する まで 引染 をし、自然乾燥 した 。 次
い で 媒染剤 14ccも同方法で行 な い 、 1 日放 置後湯洗 い （30℃ ）を行 ない 、後 自然乾燥 した。
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　 ○ ゲ レ ツ プ 　B 法
　液体染料 を A 法 と同 濃度にするため 、ア ニ ノール S　10cc／e を含む水 で 2 倍希薄 した もの を
使用 した 。染色法、媒染法及 び後処 理 は A 法 と同方法で 行な っ た 。
○ ロ グウ ッ ド　 A 法
染料の 抽 出法、染色法、媒染法及び後処理 はゲ レ ッ プ染色 と同方法で行 な っ た 。
　 ○ ロ グ ウ ッ ド　 B 法
　液体染料 をA 法 と同濃度 にす るた め、ア ニ ノール S　lOcc／e を含む水で 8倍希薄 した もの を
使用 した。染色法、媒染法及 び後処 理 は A 法 と同方法で行 な っ た。
○ 蘇枋　 A 法
染料の 抽出法、染色法、媒染法及 び後 処 理 はゲ レ ッ プ染色と同方法で 行 な っ た 。
　 O 蘇枋　 B 法
　液体染料 をA 法 と同濃度にす るため 、ア ニ ノール S80ccf 　2 を含む水で 10倍希薄 した もの を
使用 した。染色法 、 媒染法及 び後処理 は A 法 と同方法で行な っ た 。
4） 各種 堅 ろ う度試験方法
　洗 濯堅 ろ う度試験法 （JIS−L −0844）、摩擦堅 ろ う度試験 法 （JIS−L −0849）、汗堅 ろ う度試験 法
（JIS−L −0848）、耐光堅 ろ う度試験 法 （JIS−L −0841）、色 （染色布）の 測定法及 び熱処 理 に対す
る染色堅 ろ う度試験法は 、前 述 の 浸染法 と全て 同方法で行 な っ た。
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表 2　植物染料の発 色
ゲ レ ツ プ
　 （煮出 し抽 出）
酢酸アル ミ
浸　染　法
酢酸クロ ム 木 酢酸鉄
圏 囓 躙
一 圏 鬮 驪
酢酸アル ミ
引　 染　法
酢酸クロ ム
’　 　 　 　 　 　 　 塰
　 　 　 擁
蠶 獵
木酢酸鉄
ロ グウ ツ ド
　 （煮出し抽 出）
（市販 液体 ）
圏 圏
蘇　枋
　 （煮出し抽 出）
一 鬮 園 圏
謹 圏
鬮鬮翻圃
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3． 実 　験 　結 　果
（1） 浸 染 法
　1） 染色結果
表 3　 JIS−Z −8721に よ る色 の 三 属性表示
　　　　　　染料名
媒　　　 種
染　　　　　　類
剤
ゲ 　 レ 　 ツ　 プ ロ 　グ ウ　 ッ　 ド 蘇　　　　　　枋
煮出 し抽出 市販液体 煮出し抽出 市販液体 煮出 し抽 出 市 販 液体
酢酸アル ミニ ウ ム 5YR 　5／1010YR5 ／810R 　2／25YR 　2／37 ．5R　 3／62 ．5YR 　5／10
酢 酸 ク　ロ 　ム 5YR 　5／810YR 　6／1010R 　 2／15YR 　2／210R 　 3／82 ．5YR 　3／6
木　 酢　 酸　 鉄 7．5YR　 4／62 ．5Y　4／65YR 　2／35YR 　2／310R 　 3／67 ．5YR 　3／3
表 4　色差計に よ る測色
浸　　　　　　染
染
料
名
種
類
媒　 染　 剤 測 　　　色　　　値
L a b
酢酸アル ミニ ウ ム 37．0 19．8 19．3
奮
晶
出
酢 酸　ク　 ロ 　ム 34．6 19．8 17．7
木　 酢　 酸 　 鉄 29．6 11．8 13．8
ゲ
　
レ
　
ッ
　
プ
酢酸アル ミニ ウ ム 40．6 15．2 22．1市
販
液
体
酢 酸　ク　ロ 　ム 39．0 14．3 21．1
木　 酢　 酸　 鉄 27．6 4．5 12．6
酢酸ア ル ミニ ウ ム 14．5 4．4 3．2
垂
拓
出
酢 酸 ク　ロ 　ム 13．5 2．7 1．7
木　 酢　 酸　 鉄 13．4 2．7 3．1
ロ
グ
ウ
　
ッ
ド
酢酸ア ル ミニ ウム 13．7 4．4 2，5市
販
液
体
酢 酸 ク　 ロ 　ム 13．0 2．6 1，0
木　 酢　 酸　 鉄 13．6 32 3，2
酢酸アル ミニ ウ ム 20．7 19．3 8，4
奮
括
出
酢 酸　ク　 ロ 　ム 17．11 　 13．6 5，0
木 　 酢　 酸 　 鉄
　 …
17．1i 　 10．7　 脚 5．4
蘇
　
　
　
　
　
枋
酢酸ア ル ミニ ウ ム 30．6i 　 21．0 14．5市
販
液
体
酢 酸 ク　ロ 　ム 23」 18．0 92
木　 酢　 酸　 鉄 23．4 6．7 9．o
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　　　　　　　 2） 各種 堅 ろ う度結果
表 5　 洗濯 堅 ろ う度試験結果
ゲ 　 レ 　　ツ 　 プ ロ 　グ　ウ　 ツ 　 ド 蘇　 　　　　 枋
煮出し抽出 市販液体 煮出 し抽 出 市販 液体 煮出し抽 出 市販液体
　 　 　染 料 名
変　　種
　 退色　　　類　 　 　 卩
　　　 汚染
媒　　　　　別
染
剤
汚　染 汚　染 汚　染 汚　染 汚　染 汚　染
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付 白布
12 12 12 12 12 12
酢酸アル ミニ ウ ム 4−5244 −51 −2354 −5444 −54 −54443 −44 −54 −5
酢 酸 ク　ロ 　ム 4−52 −344 −51 −23 −44 −54 −5454 −54544 −54 −54 −54 −5
木　 酢　 酸　 鉄 42 略 45234 −54 −5444 −54 −5344 −544 −54 −5
※ 第 1添付白布……羊毛
　第 2添付 白布……綿
表 6　 摩擦堅ろ う度試験結果
染 料 名 ゲ 　 レ 　 ツ 　 プ ロ 　グ ウ　ツ　 ド 蘇　　　　　 枋
篝 。等
剤　　　　　湿布
市 販 液体 煮出 し抽 出 市販 液体 煮 出 し抽出 市販液体
乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿
酢 酸 ア ル ミニ ウ ム 42 −3322 −31 −232324 −53 −4
酢 酸　ク　 ロ 　ム 4−534 −53 −44 −534 −53 −442 −34 −54
木　 酢 　 酸　鉄 4−53 −432 −342 −332 −332 −34 −54 −5
8
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吉 村 ・和 出 ：植 物 染 料 に 関す る 研 究 （第 4 報）
表 7　 汗堅ろ う度試験結果
ゲ 　　 レ　 　 ツ　 　 プ ロ 　 グ 　 ウ　 ツ 　 　ド 蘇 　 　 　 　 　 　 　 枋
煮 出 し 抽 出 市 販 液 体 煮 出 し 抽 出 市 販 液 体 煮 出 し 抽 出 市 販 液 体
　　 染 料 名
　 　 種
　 　 　 類
　 　 人
変　　 丁：
　 退　 　 狂
　 色 ．　 液
　 　 汚
媒　　 
染
剤
酸　性 アルカl！性 酸 　性 アルカ1丿惶 酸 　性 アル カリ性 酸　性 アル カリ性 酸　性 アル か1性 酸　性 アル が牲
変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚
1
添付
白布
　 2
添付
白布
121
添付
白布
　 21
添付
白布
　 2
添付
白布
121
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 2
添付
白布
121
添付
白布
　 2
添付
自布
12
酢酸ア．1レミニ ウム 54 ヨ452 三．き 52 −13522542 ．34 −51 謹一置 5444 −5L一置畳｛ 5 冠 2一ヨ 哩．5124 哩 44 −51 ！−3
酢 酸 ク ロ ム 5335 〜−1 匠．15 童．12−151 一星星．15 三一124 −5125345245 ！一ヨ 24 −51 〜−14 乙．44う 4−5 窰一3 ヨ河
木 酢 酸 鉄 53 沮 42353 胴 5 ］−2！．ユ 522 −14 −5124 −5 〜．344 −5L35 ヨー434 −51254 う 4占 4−52 ヨ・4
※ 第 1添付 白布……羊毛
　第 2 添付 白布 ……綿
表 8　 耐光堅 ろ う度 試験結果
1　　　　 染料名 ゲ　 レ 　　ツ　 プ ロ 　 グ 　ウ　 ッ 　 ド 蘇　　　　　 枋
煮出 し抽 出 市販液体 煮出 し抽出 市販液体 煮出し抽出 市販液体
騰鯊 讚
｛
5102   510205102051020510205 　 1020
ヨ
｛酢酸ア ル ミ
ニ ウ ム 5554 −54 −54 −5555554 −55554 −54 −54
瞳 酸 ク ・ ム
L
555555555554 −55554 −54 −54
木　 酢　 酸　 鉄 555555554 −5554 −55554 −54 −54
表 9　 熱 処理 に対 す る染色 堅 ろ う度結果
染料名 i … 　 プ ロ 　 グ　ウ　 ッ 　 ド 蘇　　　　　 枋
媒 　 　 　 種
染 　　　　　 類
斉1」　 　 　 　 　 　 　
「煮出し抽出 七販液体 煮出し抽出 市販液体 煮出し抽出 市販液体
i酢 酸 ア ル ミニ ウ ム
し
5 5 5 5 5 4−5
酢 酸 ク　ロ 　ム 5 5 5 5 5 4−5
木 　 酢　 酸　 鉄 5 5 5 5 5 4
9
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（2） 引 染 法
1） 染色結果
表10　JIS−Z−8721に よ る色の 三 属性 表示
　　　　　 染料名
媒 　 　 　 種
染　　　 　　　類
剤
ゲ 　　レ 　　ッ 　　プ ロ 　グ ウ　ツ　 ド 蘇　　　　　 枋
煮出 し抽 出 市販 液体 煮出し抽出 市販液体 煮 出 し抽出 市販液体
酢酸アル ミニ ウ ム 2，5Y 　 7／125Y7 ／105P4 ／35P3 ／32 ．5R 　 6／102 ．5R 　 6／8
酢 酸 ク　ロ 　ム 2．5Y　 6／85Y6 ／85P4 ／15P4 ／12 ．5R 　 3／62 ．5R　6／4
木 　 酢　 酸　 鉄 5Y2 ／25Y2 ／25P 　 2／27 ．5PB 　2／25P2 ／25RP 　3／1
表 11 色差計に よ る測色
引　　　　　　染
染
料
名
種
類
媒　 染　 剤 測　　　色　　　値
L a b
酢酸 ア ル ミニ ウ ム 58．4 5 ．4 29 ．6
奮
插
出
酢 酸 　ク　 ロ 　ム 50．9 6．6 25．8ゲ
　
レ
　
ッ
　
プ
木　 酢　 酸　 鉄 17．9 一〇．5 3．2
酢酸アル ミニ ウム 50．1 72 28．7市
販
液
体
酢 酸　ク　 ロ 　ム 46．9 4，5 25．8
木　 酢　 酸　 鉄 15．7 0．7 1．9
酢酸ア ル ミニ ウム 28．5 7，4 一7．1
奮
蠡
出
酢 酸　ク　ロ 　ム 28．4 3．1 一〇．2
木　 酢　 酸　 鉄 14．6 0．3 一1．6
ロ
グ
ウ
ッ
ド
酢酸ア ル ミニ ウ ム 20．9 9．3 一6．4市
販
液
体
酢 酸　ク　ロ 　ム 30．4 3．7 1，9
木　 酢　 酸　 鉄 13．5 0．1 一L8
酢酸ア ル ミ ニ ウ ム 41．8 33．3 9．2
鼇
晶
出
酢 酸　ク　 ロ 　ム 25．1 19．9 2．8
木　 酢　 酸　 鉄 17．4 3．0 一1．3
蘇
　
　
　
　
　
枋
酢酸 ア ル ミニ ウム 40，0 28．9 8．3市
販
液
体
酢 酸　ク　 ロ 　ム 39．6 18．1 4．1
木　 酢　 酸　 鉄 21．8 1．6 0．4
一 10 一
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　　　　　　2） 各種堅ろ う度結果
　 　　 　　 　　 　　 　吉村 ・和田 ：植物染 料に 関す る研 究 （第 4報）
表12　洗濯堅 ろ う度試験結果
ゲ レ 。 プ 　 i 。 グ ウ 。 ド 蘇　　　　　 枋
煮出し抽出 市販液体 煮出 し抽 出 市販液体 煮 出 し抽出 市販液体
　 　 染 料 名
変　　種
　 退色　　　類　 　 　 ，
　　　 汚染
媒　　　　　 別
染
剤
汚　染 汚　染 汚　染 汚　染 汚　染 汚　染
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付白布
変
退
色
添付 白布
12 12 12 12 12 12
酢酸ア ル ミニ ウム 53 −44423 −444 −54 −54 −54 τ552 −355455
酢 酸 ク　ロ 　ム 3−43 −44 −54 −5244 −54 −554 −54 −5534 −554 −555
木　 酢　 酸　 鉄 43 −44 −54 −54 −54 −54555554553 −44 −55
．※ 第 1添付白布
……羊毛
　 第 2添付 白布 ……綿
表13　摩擦堅 ろ う度試験結果
ゲ 　　レ 　　ツ 　 プ ロ 　 グ　ウ　 ツ 　 ド 蘇 　 　　 　 　 枋　 　 　 染 料 名
欒 乾 
　　 　 　
’
湿
　 　 　 　 　 布剤
煮出し抽出 市販 液体 煮出 し抽出 市販液体 煮出 し抽出 市販液体
乾 湿 乾 湿
　 i
乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿
酢酸 ア ル ミニ ウム 4−5432 　
5
　 3　 … 2−33 −424 −52 −332
酢 酸　ク　ロ 　ム 4−543
　 「
2−314 −51　 ト 34
−544 −53 −44 −54 −5
木　 酢　 酸 　 鉄 1−21 −23 −41 グ 3 旨24232 −34 −52
一 11 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
表 14　汗堅ろ う度試験結果
ゲ 　　 レ 　　 ツ　　 プ ロ 　 グ 　 ウ　 ッ 　 ド 蘇　　　　　　　 枋
煮 出 し 抽 出 市 販 液 体 煮 出 し 抽 出 市 販 液 体 煮 出 し 抽 出 市 販 液 体
　　　染料 名
　　　種　類
醸
篝
丶
剤
酸　性 アルカ1牲 酸 　性 アル カリ性 酸　性 アル カリ性 酸 　性 アル ガ牲 酸 　性 アルカ IJ性 酸 　性 アルカリ性
変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚
1
添付
白布
　 21
添 付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添付
白布
　 21
添 付
白布
　 21
添付
自布
　 2
酢酸アル ミニ ウム 4 珮 4う 4−5345 卜3351 せ 23 −4 価 54 日 53 −4 赫 54 −54524 う 54 −524 う 24 う 54 −525
酢 酸 ク ロ ム 53 寸 54 −53d う 5234 −5 夏一233 −44う 54 −53544 う 54 −5443 咽う 54 −5 昭 4｛ 4 輔 54 −545
木 酢 酸 鉄 4−53刈 輔 52 鋼 4−5 圏 4う 5244 −5454 −5454 −54｛ 55 輔 53 咽う 54 −5254454 −5 詞 5
※ 第 1添付白布……羊毛
　第 2 添付 白布……綿
表 15　耐光 堅 ろ う度試験結果
染料名 ゲ　　レ　　ツ 　 プ ロ 　グ ウ　ッ 　 ド 蘇　　　　　 枋
籍
』
瀦蓄
煮出し抽出 市販液体 煮出 し抽 出 市販 液体 煮 出し抽 出 市販液体
510205102051020510205102051020
酢酸 ア ル ミニ ウ ム 4−54 −5454 −544 −543 −44 −5434 −543 −443 −42
酢 酸　ク　 ロ 　ム 4−54 −54554 −54 −543 −44 −5434 −543 −44 −54 −54
木　 酢　 酸　 鉄 555555554 −5554 −5554 −54 −54 −54
表 16　熱処理 に対する染色堅 ろ う度結果
　　　　　 染料名
媒　　　　種
染　　　　　　類
剤
ゲ　 レ 　　ツ 　 プ ロ 　 グ ウ　 ツ　 ド 蘇　　　　　 枋
煮 出 し抽出 市販 液体 煮 出 し抽 出 市販液体 煮出し抽出 市販液体
酢酸 ア ル ミニ ウム 5 5 3−4 4 4−5 4−5
酢 酸 ク　ロ 　ム 5　　　己 5 4 4−5 4−5 4
木　 酢 　 酸　鉄 5　　　　　 5 5 5 5 5
一 12 一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村 ・和 田 ：植物染料 に 関す る研究 （第 4 報）
浸染法、引染法の 堅 ろ う度比較 を図一 2 〜図一 7 へ 示 す。
図一 2　 ゲ レ ッ プ（煮出 し抽出）媒染剤及び浸染 ・引染別 堅ろ う度
　　　　　　　　　　　　　　　汗・変退色 （酸 性 ）　　　 汗 ・変退 色 （ア ル カ リ性 ）
摩擦 （湿潤）
汗 ・汚染 （酸性）
5
汗・汚染（ア ル カ リ
浸 摩
擦 （乾 燥） 、
染
rl
4
法 8
し 耐 光
の 洗濯（汚 染） 「
堅
ろ
う
度 洗 濯 （変退 色）
、こ
、
＼
、
、
　 1、
3
2
「
， 　
’
　　 ’’，’
熱
卩一■＝ 一
5　　 　 4321 ヌ 23 　　　 45
1
、、 ’
熱
引 洗 濯 〔変 退 色） 2 覧
、　　　　　　 σ
染
法 8
の 3 耐光
堅 洗濯（汚染 ）
う
、 4
’
つ
度 摩擦（乾燥）
、
’
　 一’1 汗・汚染 （ア ル カ 11’
5
摩擦（湿潤）
汗・汚染（酸 1生）
汗・変退 色 「酸性〉 汗
・変退 色 （ア ル カ リ性）
記 　　号 媒 　　 染　 　 剤
一一●一 酢 酸 ア ル ミニ ウ ム
…一・一
〇
……
酢 酸 ク ロ ム
一一 △一一 木酢 酸 鉄
一 13 一
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図一 3　ゲ レ ッ プ（市販 液体）媒染剤及 び浸染 ・ 引染別 堅 ろ う度
汗 ・変退色 （酸 性 〉 汗 ・変退 色（ア ル カ リ性 ）
摩擦 （湿 潤 ） 汗
・汚染 （酸閏
5
汗 ・汚染 （ア ル カ リ
浸　　　　 摩擦 （乾 燥） ’
染 ∬ 4
法 ’
　 1
罔
耐光
の 　 洗濯 （汚染）
堅
　 　 　 　 ’
一一隔 3
う
丶
丶
つ
度 鑼 （変 退 色）
丶　　　　暫 2ll
　 7
’ 、、 熱
馳
丶
’
一 、 1、
5　　　 43 　　　2　　　 1 1　　　 234 　　　 5
　　　 ＿一一一一 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」
引 洗濯（変 退 働
！
2
　，
且
、 　
丶
　、
！
ノ
　 ’
熱
染
法
の
堅 　　 洗 濯 （汚 染）
う
　　　　 一亀
　 　 　 　 　 　I
　 　 　 　 　 　 I
　 　 　 　 　 　 I
　　　　　　l
置
　 　 3
　 　 4
し
111
耐光
つ
度　　　　 摩擦 （乾 燥 ） ’
　 ’
‘ 汗 ・汚染 （ア ル が
5
摩擦 （湿 潤 ）
汗 ・汚染（酸性）
汗 ・変 退 色（酸性 ） 汗
・変退色 （ア ル カ リ性）
記　　号 媒　　 染 　　 剤
一 ●一 酢 酸 ア ル ミニ ウ ム
一・…○・…一 酢酸クロ ム
一一一△ 一一 木酢酸鉄
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村 ・和田 ：植物染料 に 関する研 究 （第 4 報）
図一 4　 ロ グウ ッ ド（煮出 し抽 出）媒染剤及 び浸染 ・引染別堅 ろ う度
汗 ・変退 色（酸性） 汗・変退色（アル カ リ性）
摩擦 （湿 潤） 汗・汚染 （酸性）
5
汗 ・汚染 （ア ル カ リ’
浸 摩擦 （乾 燥）
染 ノ 4
法 1 噛
の
堅
ろ
洗濯 （汚 染） 　　、　、
！　　　　　　
、、
11 3 ，、
1
耐 光
、 ，　　　　　　　　　　　　　　、
つ
度 洗 濯 （変 退 色）
2
、 熱
9
’，’
1
5　　　43 　　　 21 ｝ 2 45
1
’
　　’
ノ
、
熱
引 洗濯（変退色）　 　　
’ ’ 2
’’
’
染 ，
1
1 ’
法
の
丶　　　　　　　　　，、　 　　 　 　　 　　 ’　 ’　’ 、 3 1’ 層 耐光
堅 洗 濯 （汚 染）
1 、
ろ・
つ
4
、　、、　、
’’
度 摩擦（乾燥） 汗
・汚染（ア ル カ
5
摩擦 （湿 潤 ） 汗
・汚染（酸性）
汗・変退 色（酸性｝ 汗 ・変退 色（ア ル カ リ性）
記　 　号 嫖　　 染　　 剤
一 ●一 酢酸 ア ル ミニ ウ ム
一．一．．
つ …・一 酢駿 ク ロ ム
一一一△ 一一 木酢酸鉄
一 15 一
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図一 5　 ロ グウ ッ ド（市販 液体）媒染剤及 び浸染 ・引染別 堅 ろ う度
　　　　　　　　　　　　　 汗・変退色（酸性）　　　 汗 ・変退 色（ア ル カ リ性 ）
摩擦 （湿 潤 ）
汗 ・汚 染 （酸 性）
一　　一
5＿＿ 汗・汚染（ア ル カ リ性
浸
染
摩擦（乾燥）
’
’
ρ
4
1
法
の
堅
洗 濯 （汚染） 　 　 曽一唱一
’
’
’
3
　し
Il
耐光
ろ
’
、 ’
つ
度 洗濯 （変退色） ！
響 2
　’’
，’
託
　　　　　　　　　　熱
ノ ’
！
1一
△
5　　　 4321 ！ 23 　　　 4　　　
5
！
ノ
　 ’　　　　　 熱
引 洗濯 （変退色）
、
染
法 ＼
’ ’
の 1 耐光
堅 洗 濯 （汚 染）
、　r ’
ろ
、　、
う
、　辱一層、 ’
度 一 汗
・汚染 （アル カ リ
摩 擦 〔乾 燥 ）
摩擦 （湿 潤 ）
汗・汚染 （酸陛）
汗 ・変 退 色 （酸 性 ） 汗 ・変退 色（ア ル カ リ性 〉
記　　号 媒　　 染　　 剤
一 ●一 酢 酸 ア ル ミニ ウ ム
一一一・○・・一 酢酸 ク ロ ム
一一一△ 一一一 木酢酸鉄
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　　　　　　図一 6　 蘇枋（煮 出 し抽出）媒染剤及 び浸染 ・引染別堅ろ う度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汗 ・変退色（酸性 ｝　　　 汗 ・変 退 色（ア ル カ リ性 ）
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図一 7　 蘇枋 （市販液体）媒染剤及 び浸染 ・引染別堅ろ う度
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4． 考 察
　1） 染 色 につ い て
　浸染法及 び引染法 を染材別 に下記 に示す。
　　 i） ゲ レ ツ プ染色
　浸染法 につ い て は、煮出 し抽出染料 （A 法）の 方が、市販液体染料 （B 法）よ りも各媒染剤
と も赤味が 強 く染色 され 、引染 法に つ い て は 、 煮出し抽出染料 と市販 液体染料は 、 ほ とん ど同
色同 濃度に染色 され た 。 しか し、浸染法 と引染法を比較す る と、各媒染剤 とも、色相が 異 な り、
特 に 、酢酸 ア ル ミ、酢酸 ク ロ ム で は、浸染 と引染 の 色差が顕著 に認め られ た。
　　 ii）　 ロ グウ ッ ド染色
　浸染法で は、煮 出し抽出染料 （A 法） と 、 市販 液体染料 （B 法）は 、 色相 も濃度も同程度に
染色された。引染法で は、煮 出し抽出 （A 法）より市販液体 （B 法） の 方が、鮮 明色に 染色 さ
れた 。 浸染 と引染 と比較する と同 じ媒染剤 で も、異な っ た色合 い に染色 され た。
　　iii）　蘇枋染色
　浸染法で は、煮 出し抽出染料 （A 法） と市販液体染料 （B 法）を比較す る と、各媒染剤 と も
A 法が濃色 に染色され た 。 引染 法で は、酢酸ア ル ミニ ウ ム 媒染で は同色 に染め られ、酢酸 クロ
ム媒染で は、A 法が鮮明 色 とな り、木酢 酸鉄 媒染 では、少 し濃度は異な るが、そ れ ぞれ鮮明色
に染色 され た。浸染法 と引染法 を比較する と、同 じ媒染剤で ある が 、異な っ た 色合 い と な っ た 。
2） 堅ろ う度に つ い て
　洗 た く、摩擦、汗、日光、熱 の 代表的堅 ろ う度試験 を行な い 、染材別に 下 記に 示 す。
　　 i） ゲ レ ツ プ
（浸　染　法）
　洗 た く堅 ろ う度に つ い て は 、煮出 し抽出染料 （A 法）、市販液体 染料 （B 法）と も差 は 認め ら
れ な い 。 しか し、媒染剤 に よ り多少堅 ろ う度が 異 なる。
　摩擦堅 ろ う度に つ い ては 、乾燥、湿潤 法 と も、A 法の 方が少 し堅 ろ う度が 高 い 。
　汗堅 ろ う度に つ い て は、A 法、　 B 法 とも酸性、ア ル カ リ性 とも 4 − 5 級 と優れ て い る が 、　 B
法の ア ル カ リ性で 、 木酢酸鉄 媒染の もの が 少 し色合 い が 変化 した 。
　耐光堅 ろ う度 に つ い て は、A 法、　 B 法 とも 4− 5級 か ら 5級 と優れて い る 。
　熱処理 に 対す る 堅 ろ う度 に つ い て は、 5 級で優れて い る。
（引　染　法）
　洗た く堅 ろ う度に つ い て は 、A 法、　 B 法 とも酢酸 ア ル ミニ ウ ム 及 び、木酢酸鉄媒染では 大へ
ん優れて い る。 しか し、酢酸 ク ロ ム につ い て は少 し媒染 の 効果が低 い 。
　摩擦堅 ろう度 に つ い て は 、酢酸ア ル ミニ ウ ム 及 び 、酢酸 ク ロ ム媒染で は 、 A 法の 方が優れ、
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木 酢酸鉄媒染で は、 い つ れ も堅 ろ う度が低 く、特に A 法が 1 〜 2級 と低 い 。
　汗 堅 ろ う度に つ い て は 、酸性、ア ル カ リ性汗 とも、 4 〜 5級 か ら 5級 と退 色は少 ない が 、ア
ル カ リ性 汗 で変色され た 。
　耐光堅 ろ う度に つ い ては 、A 法、　 B 法 とも優れ、特に、木酢酸鉄媒染で は堅 ろうで ある。
　熱処 理 に つ い て は、 A 法、　 B 法 と も 5 級で 堅 ろ うで ある 。
　　 ii）　 ロ グウ ッ ド
（浸　染　法）
　洗た く堅 ろ う度に つ い て は、A 法、　 B 法 ともに 、い つ れの 媒染剤 も優れ た堅 ろ う度が得 られ
た 。
　摩擦堅 ろ う度 に つ い て は 、乾燥法及び 湿潤法 とも、堅 ろ う度が低 く、酢 酸 ク ロ ム 媒染の み 少
し優れ た結果が得られ た 。
　汗堅ろ う度に つ い て は、酸性汗は 5級、ア ル カ り性汗は 4− 5 級 と比較的優れて い る。又、
A 法、 B 法の 差 は認め られ ない 。
　耐光堅 ろ う度につ い て は、20時間露光 を行 な っ た結果、A 法の 方が優れた堅 ろ う度 とな っ た
が 、い つ れ の 媒染剤 も同 じ結果 とな っ た 。
　熱処理 に対す る堅ろ う度 に つ い ては 、A 法、　 B 法、各媒染剤 とも 5 級 と優 れ て い る。
（引　染 　法）
　洗た く堅 ろ う度に つ い て は、A 法、　 B 法 ともに、酢酸ア ル ミニ ウ ム 、及 び 、酢酸 ク ロ ム 媒染
を行な っ た もの に変色が見られ る。
　摩擦堅 ろ う度に っ い ては、 い つ れ の 媒染剤 もあまり良 い 堅 ろ う度は得 られなか っ た。特に湿
潤 法は、 2 〜 4 級 と低 い 堅 ろう度で ある。
　汗堅 ろ う度 に つ い て は、ア ル カ リ性汗 は、 4− 5級 で あるが 、酸性 汗 は 3 − 4 級 と低 い 。 し
か し、A 法、　 B 法の 差 は認め られ ない 。
　耐光堅 ろ う度につ い ては、20時間露光では、 3 〜 4級 と低 い 堅 ろ う度で ある。
　熱処 理 に対す る堅 ろ う度に つ い て は、木酢酸鉄媒染 を使用 し た もの は堅 ろ うで あるが 、他の
媒染剤で は 少 し低 い 堅 ろ う度 とな っ た 。
　　iii） 蘇枋
　 （浸　染 　法）
　洗た く堅 ろ う度に つ い て は、木酢酸鉄媒染 を行 なっ た もの は 、 堅 ろ うで あるが 、他の 媒染剤
で は 、少 し低 い 堅 ろ う度 とな っ た 。
　摩擦堅 ろ う度にっ い て は、A 法で 染色 した もの は 、乾燥法は 、 3 〜 4級で 、湿潤法は、2 〜 3
級 と低 い 値 とな っ た 。 B 法で は 、 乾 ・湿の 差は認 め られ ない 。
　汗堅 ろ う度に つ い て は、 4 〜 5級 と高 い 等級で あるが、A 法 もB 法 もア ル カ リ性汗で は、か
な り色合 い が 変 化 した 。
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　耐 光堅 ろ う度に つ い て は 、 A 法は 5 級、　 B 法は 4級 と異 なっ た結果 とな っ たが 、 媒染剤 に よ
る差 は認め られない 。
　熱処理 に 対す る堅 ろ う度 に つ い て は、A 法は 5 級、　 B 法は 4 〜 5 級 と少 し差が 見 られる 。
（引　染 法）
　洗た く堅 ろ う度に つ い ては 、A 法 は、3 〜 4 級 と低 く、B 法は、 4 〜 5級 と少 し優 れて い る。
　摩擦堅 ろ う度に つ い て は 、 酢酸 ク ロ ム 媒染 をした もの は強 く、 他 の媒染剤 は乾燥法 も湿潤法
も低 い 結果 となる。
　汗堅 ろ う度に つ い て は、酸性汗及 び 、ア ル カ リ性汗 に よる変退色 が 強 く、A 法、　 B 法 と も同
じ結果 とな る 。
　耐光堅 ろ う度 に つ い て は、 B 法の 酢酸ア ル ミニ ウム媒染 をした もの が低 く、他は 4 〜 5級 と
A 法、 B 法の 差は認め られ な い 。
　熱処理 に対する堅 ろ う度に つ い て は 、 A 法 、　 B 法 とも、 木酢 酸鉄 媒染した もの が 5 級 と強 く、
他は 4 〜 5 級 となる 。
5．　 む　 す　 び
　前 回の 絹 と同 じで ある天然 タ ン パ ク繊維の 羊毛 を用 い て 染色 を試み 、染色性及 び 、堅 ろ う度
を検討 した が 、次の ような結果を得 た 。
1） 羊毛 と絹は、化学構造上か らも類似点 が 多い 。タ ン パ ク繊維 の 主要部 を占め る羊毛 ケ ラチ
　 ン 、絹フ ィ プ ロ イ ン は、加水分解 に よっ て い つ れ も α 一ア ミノ酸の み を生ずる単純タ ン パ ク質
　 で ある。
　　 タン パ ク繊維の 構造 と染着性 に つ い て は 、結合 力の 本質か らイオ ン 結合 とゆ るやか な水素
　結合や 、 また繊維 の 微細構造 の 中に 入 り込ん で 染着座席 を占め る 。 染料分子の 大 きさや 、 配
　列 も染着には 関係す る 。
　　羊毛 と絹 との 反 応性は 、種 々 の 分 析値 か らも明 らか に 羊毛の 方が は る か に 高 い 。
　　こ の ように、同 じタ ン パ ク繊維で もその 化学構造お よび繊維微 細構造 に よ っ て染着性は大
　 き く変化 する こ とが 認め られた。
2） 煮出 し抽出染料 と市販液体染料 との 差は 、ゲ レ ッ プ 及び蘚枋 の 浸染法 にみ られ、各染料に
　浸染法 と引染法 の 差が認 め られ た 。 天 然 タ ン パ ク繊維 は一般 に高級品に 属するの で色調の 冴
　 えが要求 される が 、すば らしい 色調に 染色された 。
3＞ 染色堅 ろ う度に っ い て は、染法及 び媒染剤に よ っ て差 は ある が 、比較的に 堅 ろ う度 は高い 。
　 前回 まで の 木綿、絹 に比 べ 特 に耐光堅 ろ う度が優れて い る 。
4） 染材別 に 堅 ろ う度を示 すと、ゲ レ ッ プ 、ロ グウ ッ ド、蘚枋 と前 報の 絹染 とは 異なっ た結果
　 とな っ た。
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5） 羊毛 の 場合、高級品ほ ど織物 として染色 を行な うこ とが少 く、 糸染め 、 バ ラ毛染 などを行
　なっ た後、先染め品 の 混 紡 、交織が行われ る 。 製品 と して の 外観、手 ざわ りな どをよくす る
　た め の 加工 が 発達 して 加工 操作に耐 える染色堅 ろ う度が要求 され るの で 、まだ まだ 研究 を進
　め なければ ならな い 。
　引用 文 献
1）　吉村、松村、和 田 ：植物染 料 に 関す る研 究 （第 1報）夙 川学院短期大学研究紀要 〈第11号〉 （1986）
2） 吉 村、和 田 ：植 物染料 に 関す る 研 究 （第 2 報）夙 川 学院短期大学研 究紀 要 〈第12号 〉 （1987）
3） 吉村、和 田 ：植 物 染 料 に 関す る研 究 （第 3報）夙 川 学 院 短期大学研究紀要 く第13号〉 （1988）
参 考文 献
19
Ω
345
熊 田喜 代 志 ：NATURAL 　PIGMENT ＆ MATTERS 　FOR 　DYEING （1984　 Aug．20）
山崎 青 樹 ：草木 染 の 事 典 　東 京 堂 出 版 （1981）
矢部章彦ほ か ：新版　染色概説　光生館 （1982）
西 出宗 生 ほ か ：新 訂 版　染 色 　東 京 電機 大 学出版局 （1978）
西出宗生 ：「手づ くり・染 め の 工 芸」 向陽書房 （1986）
一 22 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
